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小学校低学年の部 

最優秀賞 

 

だいすきなじいちゃん 

近江八幡市立八幡小学校 

１年 松井
ま つ い

 弦
げん

 

 

 ぼくは、じいちゃんがだいすきです。じい

ちゃんはおかあさんのおとうさんで、いぶき

やまのちかくにすんでいるから、「おやまのじ

いちゃん」とよぶこともあります。 

 じいちゃんはおもしろいです。よくじょう

だんをいいます。おもしろいかおもします。

いつもわらっているから、ぼくもいっしょに

わらっています。 

 そして、とってもやさしいです。とまりに

いくと、ぼくはよく「むしつかみがしたい」

といいます。じいちゃんは「いいよ」といっ

て、なんかいでもつれていってくれます。ぼ

くがすきな、でもつかまえられないかなぶん

やとんぼをつかまえてくれます。 

 じいちゃんはやさいをつくっています。い

んげんやきゅうり、じゃがいもなどをばあち

ゃんがりょうりしてくれて、ぼくにたべさせ

てくれます。いちばんすきなのはオクラで、

「じいちゃんのオクラ～」とうたいたくなる

くらいだいすきです。あついなかでも、ぼく

たちのためにはたけにいってくれています。

これからもおいしいやさいをつくってね。 

 じいちゃんのうめジュースもおいしいです。

あまずっぱくてすかっとします。またのみた

いから、よろしくね。 

 そして、じいちゃんはビールをのむとごき

げんになります。じいちゃんは、 

「はたちになったら、いっしょにのもう。」 

といいます。そのときは、はやくはたちにな

りたいなとおもいます。みんなでのんだら、

おいしくて、たのしいだろうな。 

 きょねんのクリスマスのとき、ぼくはみみ

のしゅじゅつをするため、にゅういんしまし

た。じいちゃんはすごくしんぱいしてくれま

した。ぶじにしゅじゅつがおわってたいいん

したとき、いちばんにじいちゃんにでんわを

したら、「よかったね」といって、とてもあん

しんしてくれました。 

 そのすぐあとに、じいちゃんがめのしゅじ

ゅつをすることになりました。すごくしんぱ

いしたし、あえなくてさびしかったです。た

いいんしてからすこしのあいだ、じいちゃん

はぼくのいえにきました。ひさしぶりにあえ

て、なおったんだとおもってうれしかったで

す。じょうだんをいっていて、いつものじい

ちゃんだとおもいました。 

 そんなじいちゃんにおこられることがあり

ます。ぼくがやんちゃをしたり、しなきゃい

けないことをあとまわしにしたり、いもうと

とけんかをしたりすると、こわいかおで、 

「げん‼」 

といいます。いつもにこにこがおなのに、き

ゅうにこわくなります。でもしばらくすると、

いつものにこにこがおになって、ほっとしま

す。 

 じいちゃん、いつもありがとう。またあそ

ぼうね。いつまでもげんきでね。だいだいだ

いすきだよ。 

 

 

令和７年度『豊かな心をはぐくむ家庭づくり』作文 最優秀賞 



8 

 

 

小学校中学年の部 

最優秀賞 

 

私のひいおばあちゃん 

大津市立晴嵐小学校 

４年 村元
むらもと

 楓歩
か ほ

 

 

 私の母方には、今年 96才になるひいおば

あちゃんがいます。一度大きな病気をして

から、おばさん家族と一緒に広島でくらし

ています。連休があれば、家族でひいおばあ

ちゃんやおばさん家族に会いに行っていま

す。私達が会いに行くと、いつもとてもよろ

こんでくれます。幼いころは、私や姉と一緒

に折り紙を折ったり、色々な話をしたりし

ました。 

 去年の夏ごろから、ひいばあちゃんの体

調が悪くなり、急に元気がなくなりました。

家族や親せきがとても心配していました。

お母さんは何度もおばさんに電話をかけ、

ひいおばあちゃんの様子を聞いていました。

そこで、少しでも元気になってもらおうと

早めのたん生日会を計画しました。 

大分・大阪・神奈川県から親せきやいとこ

達が集まり、広島のホテルでお祝いしまし

た。ひいおばあちゃんは、みんなに会うため

に体調を整え、車イスでがんばって会場ま

で来てくれました。私のお父さんはこの日

のためにスライドショーをじゅんびし、私

と姉は写真選びを手伝いました。ひいおば

あちゃんが滋賀に来た時や京都観光、赤ち

ゃんのころの私や姉をだっこしている写真、

そして私が生まれるよりもずっと昔の若か

ったころの写真がありました。私が知らな

い時の家族や親せきの写真を見て、れきし

やつながりを感じました。大きなスクリー

ンでそのえいぞうを流した時、ひいおばあ

ちゃんやみんなはとてもなつかしそうに見

ていました。 

 会が終わってみんながひいおばあちゃん

とおわかれをする時、初めてひいおばあち

ゃんの涙を見ました。私のお母さんは、ひい

おばあちゃんのことが大好きでいつも話を

してくれます。 

「おばあちゃんの涙を見たことがないし、

弱音もはかない。いつもおだやかで前向き

で、おこったところも見たことがない。戦争

を経験しているからとてもしんぼう強い。

そんけいしている。」 

と言います。 

 私のお母さんは、ひいおばあちゃんに会

いに行って帰る時いつも泣いています。会

えるのはこれがさい後かもしれないと思っ

ているからです。お母さんの涙を見ると、ど

れだけ大切に思っているかが伝わります。

今では、もう一緒に折り紙を折ることもで

きません。 

 私はまだ一度も大切な人や家族とのわか

れを経験したことがありません。けれど、生

きていく中でわかれは決してさけては通れ

ません。悲しいけれど、一緒にすごした時間

が私だけではなく、家族の中にもあります。

同じ思い出やきおくが私の心の中にもあり、

それがきずなとなってすぐに会えなくても、

毎日一緒にいられなくてもつながっている

のだと思います。 
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小学校高学年の部 

最優秀賞 

 

おはよう！パパ、行ってきます！ 

長浜市立びわ北小学校 

５年 伊藤
い と う

 旺寿
おうじゅ

 

 
 ぼくのパパは、毎朝 6 時に家を出て、夜は

11 時ごろに帰ってきます。まだ外が暗い時間

でも、パパは静かに起きて準備をします。そ

れでも家を出る前には、必ずしん室やぼくの

部屋に来て、家族みんなをぎゅーっとだきし

めてから仕事に向かいます。 

 「なんで毎日そんなことをするのだろ

う？」小さなころはただうれしかったけれ

ど、大きくなるにつれて、ふとそんなぎ問が

うかびました。 

 そのことを家の近くに住んでいるぼくのば

あちゃんに話してたら、 

「人は、当たり前のように帰ってこられると

は限らへんのやで。毎日家を出る時は、必ず

家族みんなの顔を見ていくんや。前の日にど

んなにケンカをしていても、必ず『行ってき

ます』って言うんやで。」 

 その言葉を聞いて、パパはずっとそれを守

っているんだと気付きました。 

 世の中では、毎日のように事故やさい害が

起きています。車の事故、川での事故、とつ

然の病気。昨日まで笑っていた人が、今日も

元気でいられる保証はどこにもありません。

だからこそ、家族みんながそろってすごせる

ことは、本当はとても特別なことなんだと思

います。 

パパは、どんなにねむくても、いそがしく

ても、必ずぼくと目を合わせて、 

「行ってきます。」 

と言います。ぼくがねむたくてベッドから起

きられない時は、そばまで来て顔をのぞいて

声をかけます。そして、大きなうででぎゅー

っとしてくれます。 

 その時のパパの体の温かさや、洗いたての

シャツのにおい、少し冷たい朝の空気。全部

がまざって、僕の心を安心させてくれるので

す。 

 たとえ前の日にぼくがおこられて、ふてく

されていても、それは変わりません。パパは

いつも同じように抱きしめてくれます。まる

で、 

「今日も 1 日元気でな。」 

というメッセージを体ごと受け取っているよ

うです。 

 ぼくも学校へ行く前には、必ず行ってきま

すと言うようにしています。ねむたくて声が

小さくなる日もあるし、急いでいてバタバタ

している日もあります。それでも必ず言いま

す。それは、パパとばあちゃんが教えてくれ

た大切な約束だからです。 

 もしぼくが大人になって、一人ぐらしをし

たり、けっこんして家族ができたりしても、

この習かんは続けたいと思います。 

 そして、自分の子どもたちにも 

「当たり前に会えることは、当たり前じゃな

いんだよ。だから、毎日、『行ってきます』っ

て言おうね。」 

と伝えたいです。 

 「行ってきます。」は、ただのあいさつじゃ

なくて、相手を思う気持ちや、また会おうね

という約束のようなものだと、ぼくは思いま

す。 

 パパが毎日のようにしてくれるぎゅーは、

言葉だけでは伝えきれないやさしさと安心を

くれます。そのいっしゅんのおかげで、ぼく

は毎日が安心でいっぱいの一日になります。

パパの背中を見て育つぼくも、きっと同じよ

うに家族を大事にする大人になりたいです。 

 だからこれからも、どんな日でも、ぼくは

家を出るときには笑顔で、 

「行ってきます。」 

と言います。それがぼくの小さな決意であ

り、パパから受け取った大切な宝物だからで

す。 
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小学校低学年の部 

優秀賞 

 

こころをゆたかにそだてるいえ 

米原市立米原小学校 

１年 オーピア・ジャナ・バラスタ 

 

 

 ことしのなつやすみ、わたし

は、フィリピンのおじいちゃん

とおばあちゃんののうじょうに

いきました。たんぼで、いねや

やさい、はなをうえて、どろん

このみずにあしをいれるのがと

てもたのしかったです。 

 いえでは、さらをあらったり、

ふくをたたんだり、ゆかやにわ

をはきました。やぎやにわとり、

うしにえさをあげるのもすきで

した。どうぶつがうれしそうで、

わたしもうれしくなりました。 

 あそぶのもたのしかったです。

かぞくとバドミントンやゲーム

をして、いっぱいわらいました。

おじいちゃんのトラクターやト

ラックにのるのも、ぼうけんみ

たいでした。 

 うみやプール、ジャグジーで

およぎ、かにやレチョン、くだ

ものをたべました。みんなでい

っしょにたべると、とてもおい

しかったです。 

 このなつ、わたしはまなんだ

ことがあります。それは、いえ

は、かべややねだけではなく、

やさしさとあいできているとい

うことです。フィリピンのおじ

いちゃんおばあちゃんのいえで

すごして、こころがゆたかにな

りました。 
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小学校低学年の部 

優秀賞 

 

ぼくのかわいいいもうと 

長浜市立神照小学校 

２年 伊吹
い ぶ き

 咲人
さ く と

 

 

 ぼくは、４月にいもうとが生

まれたので、家ぞく５人でくら

しています。 

 ぼくは、小さい子がすきなの

で、ママのおなかに赤ちゃんが

いると聞いたときは、なけるく

らいうれしかったです。おとう

とが生まれたときぼくはまだ

１才で、あまりおぼえていなか

ったので、いもうとが生まれて

きてくれて、まいにちおせわを

するのがたのしいです。夏休み

のしごとも、赤ちゃんがおふろ

からあがってくる手つだいを

する、にしています。さいしょ

はかるかったけど、今はすごく

おもたくなってきて、少したい

へんになってきました。でも、

まだまだ小さいので、おせわを

することをやめることはでき

ません。だから、まい日がんば

っています。 

 いもうとがおしゃべりして

くれたり、えがおを見せてくれ

たりすると、しあわせな気もち

になります。 

 今はなくときもあるけど、マ

マが、 

「赤ちゃんはなくのがしごと

だよ。」 

と言ってくれたので、いもうと

もまい日がんばっていてすご

いなと思っています。まだ文字

はよめないけど、絵本をよんで

ことばを教えてあげたり、ハイ

ハイができるようになったら、

いっしょにハイハイレースな

どをしてあそんであげたりし

たいです。お人形みたいにかわ

いいいもうとが、ぼくは大すき

です。 

 これからも家ぞく５人でわ

らってしあわせにくらしてい

きたいです。 
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小学校低学年の部 

優秀賞 

 

思いやり 

高島市立安曇小学校 

２年 早藤
はやふじ

 悠叶
ゆ う と

 

 

 学校でそだてたミニトマトの

なえをもってかえって、いえでそ

だてているうちにミニトマトが

オレンジ色になってきました。つ

ぎの日よく見ると、４こ色がオレ

ンジ色から赤くなっていました。

ぼくは、そのミニトマトを４こと

って、おさらにおいてぶつだんに

おそなえしました。手を合わせて

「なもあみだぶつ、なもあみだぶ

つ、なもあみだぶつ…。」 

 思いつきました。「このミニト

マトをひいじいちゃんに二こも

っていこう。」のこった２このミ

ニトマトは、ぼくが切ってじいじ、

ばあばにもあげました。「おいし

いなぁ。すっぱいなぁ。」と言って

いました。 

 ひいじいちゃんはしせつにい

るので、会いにいってミニトマト

をたべてもらいました。目をとじ

ながらムシャムシャとたべてま

した。「おいしいなぁ」「上手に作

ったなぁ」とわらっていました。

かわはかたいので、口からはき出

していました。ひいばあちゃんは

食べられないので、ひいじいちゃ

んが２こともよろこんでたべて

くれました。ひいじいちゃんは、

おこめや、やさいを作ってうって

いた人だったそうです。 

 今年の七夕の日には、かざりを

つけたササを２本もっていきま

した。ひいじいちゃんは、「ゆうと

くん、がくとくん、元気に学校に

行ってください。２人なかよく」

とふるえる手で一生けんめいた

んざくに書いてくれました。ひい

じいちゃんの車イスにササをつ

けて、外でさんぽしました。「かぜ

がきもちいいなぁ」と言ってまし

た。 

 これからもひいじいちゃん、ひ

いばあちゃんに会いにいきます。

絵やお手がみもわたします。車イ

スは、ぼくがおします。 
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小学校中学年の部 

優秀賞 

 

家族でがんばったなぎなたまつり 

守山市立小津小学校 

３年 澤田
さ わ だ

 紘佑
こうすけ

 
 

 うちは、お父さんとお母さんとぼく、おじ

いちゃんとおばあちゃんの５人家族です。 

 ぼくの住む山賀町は、８年に１回小津神

社のなぎなたまつりの当番がまわってきま

す。去年は山賀の当番で、ぼくは本だいこで

出ました。 

 ぼくのおじいちゃんは戦後はじめてのま

つりでたいこで出た人です。それからずっ

と山賀町が当番のたびにたいこの指どう者

としてなぎなたまつりに関わっていました。

もう 80 才をこえているので教えるのはむ

りだと言っていましたが、ぼくが出ること

になったので教えるために毎日ウォーキン

グをしたり畑仕事をしたりして健康に気を

つけて教えてくれました。それがとてもう

れしかったです。 

 お父さんは、祭礼委員という祭りを成功

させるための役員をしました。 

 練習では、おじいちゃんに何度もお手本

でおどってもらいました。80 才をこえてい

るのにとてもきれいなおどりでかっこよか

ったので、ぼくもあんなふうにおどれるよ

うになりたいと思いました。 

 また、音頭がわかっていないとたいこは

上手に打てないと言われていたので、ちゃ

んとおぼえられるか不安だったけど、毎日

お母さんが歌ってくれたのでいつのまにか

おぼえることができました。 

 実さいに町内の人たちといっしょに練習

すると、家では上手にできるのに、バチがた

いこにうまくあたらず手がたいこに当たっ

てしまってこわいと思うこともありました。

不安だしめんどくさいからやめてしまいた

いと思うこともありました。でもぼくは一

度も練習を休みませんでした。なぜなら、お

じいちゃんみたいにきれいなおどりをおど

れるようになりたいと思ったからです。 

 ぼくが祭りで使ったバチは、おじいちゃ

んが 66 年前に祭りに出たときに使ったも

のです。ぼくが出ることになったので、うる

しをぬり直して使えるようにしてくれまし

た。また、よい宮で着た着物はお母さんがお

宮参りと七五三で着た着物です。本だいこ

は明るい色の着物なので女の子用で作るそ

うです。 

 ぼくは祭りに出ることだけでなく、バチ

や着物もおじいちゃんやお母さんから受け

ついだことになります。 

 この祭りはぼくだけじゃなくて、家族だ

けでもなくたくさんの人にささえてもらっ

たおかげで成功しました。練習中はしから

れてばかりでうまくいくか不安だったけど、

本番はみんなからすごく上手だったとほめ

られてうれしかったし達成感がありました。 

 また次に山賀の当番が来るときも、たい

こをやりたいと思っています。次の本だい

こで出る子に教えてあげられるようにして

おきたいと思います。 
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小学校中学年の部 

優秀賞 

 

豊かな心をはぐくむ家ていづくり 

大津市立晴嵐小学校 

３年 谷崎
たにざき

 旭
あさひ

 

 

 わたしの家は、父と母とわたし、妹、弟、

妹、弟の７人家族です。ときどきけんかもし

ますが、わたしは自分の家族が大好きです。

なぜなら、たくさんのえ顔があるからです。

わたしが思う「豊かな心」とは、え顔になる

ことだと思います。え顔になると幸せな気

持ちになるからです。 

 わたしの家では、毎日夕ごはんのときに、

家族でテーブルをかこみます。学校であっ

たことや弟や妹は、ほいく園であったこと

などを話します。おもしろい話になると、自

ぜんとえ顔があふれます。夕食後はみんな

でトランプなどをして遊びます。遊んでい

ると、自ぜんとえ顔があふれます。時間があ

れば遊ぶことができますが、時間がないと

みんなで遊ぶことができません。そのため、

家族できょう力することが大切だと思いま

す。 

 わたしの家では、平日はごはんの用意、お

ふろそうじ、せんたくはわたしや小学生の

妹がたんとうしています。またほいく園じ

の弟や妹はげんかんのそうじ、みんなでお

もちゃのかたづけをしています。家族のみ

んなできょう力をすると時間ができて、楽

しく遊ぶことができます。 

 家族みんなできょう力すると、父と母は

ありがとうと言ってくれます。また、母はご

はんを作ってくれてるので、「ありがとう」

と言います。父はべん強を教えてくれるの

で「ありがとう」と言います。妹がティッシ

ュをとってくれるので「ありがとう」と言い

ます。弟が使っている物をかしてくれるの

で「ありがとう」と言います。小さな事でも

感しゃの気持ちをつたえると、自分もあた

たかい気持ちになり、相手もえ顔になりま

す。 

 自分がえ顔になると幸せな気持ちになり

ますが、家族がえ顔になることもうれしく

思います。一番下の弟は、ボールをころがし

て遊んだり、風船をなげて遊ぶとわらって

くれます。まだはいはいしかできない赤ち

ゃんなのですが、え顔だとよろこんでいる

のがわかり、わたしもうれしくなります。 

 でも、楽しいことばかりではありません。

けんかをよくしてしまいます。家のおもち

ゃを使おうとしたら、妹も同じおもちゃを

使いたいのでとり合いになってしまいまし

た。とり合いになると、けんかになり、さい

後は、妹がないてしまいました。けんかをし

ているときは、え顔がないし、いらだちや悲

しい気持ちになります。そのため、けんかは

なるべくなくしていきたいと思います。 

 豊かな心をはぐくむ家ていとは、おたが

いを思いやり、感しゃし、きょう力し、え顔

であふれる家ていだと思います。そのため

には、家族の会話やありがとうの言葉が大

切です。わたしは、これからも家族といっし

ょに、心があたたかくなる家を作っていき

たいです。 
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 わたしには、家族で大切にしていること

があります。わたしの家族が大切にしてい

ることは、気持ちを言葉にして伝えること

です。いつもいっしょにいる家族でも、気持

ちは言葉にして伝えないと伝わらないから

です。 

 一つ目は、あいさつの言葉です。わたしは、

朝早く起きてお父さんやお母さんに「おは

よう。」と言っています。朝、顔を見て「お

はよう。」と言うと今日１日がんばりますと

いう印にもなっていてすごく元気が出ます。

また、ご飯のときには「いただきます。」「ご

ちそうさま。」としっかり家族で言っていま

す。そして「いただきます。」や「ごちそう

さま。」は保育園のとき園長先生から学んだ

言葉です。多くの命とみな様のおかげで毎

日このごちそうをいただけます。作ってく

れた人への感しゃや命をいただいているあ

りがたさを感じて言っています。「みんなで

するあいさつ。」はわたしの心のえいようで

す。 

 二つ目は、「ありがとう。」と「ごめんなさ

い。」の言葉を伝えることです。何かをして

もらったときはあたり前と思わずにしっか

り「ありがとう。」と言いたいし、悪いこと

をしたときにはすなおに「ごめんなさい。」

と言うように心がけています。例えば、わた

しは習い事をしていますが、お父さんかお

母さんが毎日習い事へ送ってくれます。そ

の時には、必ず「ありがとう。」と伝えてい

ます。また、ふだんは仲がいい家族ですが、

ときどきけんかをする日があります。けん

かをしてしまったら、必ず「ごめんなさい。」

と伝えています。「ごめんなさい。」を伝える

ことで、次の日には仲直りしています。「あ

りがとう。」や「ごめんなさい。」は家族が仲

よくいられるま法の言葉です。 

 三つ目は、愛じょうを伝える言葉です。お

父さんとお母さんに「大好き。」と言うと、

にっこりわらってだきしめてくれます。わ

たしには、それがとてもうれしいです。言葉

で伝えるだけではなく気持ちをこめて言う

ことで、愛じょうがつまった言葉になりま

す。愛じょうがつまった言葉を話すことで、

家族があたたかい空気に包まれ、心と心が

つながる感じがします。 

 気持ちを言葉にして伝えることで、家族

とのきずなが深まりました。昔は、気持ちを

言葉にして伝えることが苦手だったけれど、

お母さんや園長先生が気持ちを伝えること

の大切さを教えてくれました。それからは、

気持ちを言葉にして伝えられるようにがん

ばっています。 

 これからいろいろなことがあると思うけ

れど、今まで大切にしてきた言葉でこれか

らも、家族とのきずなをより深めていきた

いです。そのために今日も「ありがとう。」

「大好き。」を伝えます。 
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「お父さん、明日からフィリピンに行くから空港に

お見送りに来てくれる？」 

ある日、お父さんがそう言った。 

ぼくのお父さんは、単身赴任で５年間フィリピン

に行っていた。フィリピンに行くことは、前から教えて

くれていたけれど、ぼくはあまり分かっていなかった。

まだぼくが保育園の年長だったからかもしれない。 

お見送りに行った日のことは、今でも覚えている。

フィリピンに行く当日は、飛行機の時間が朝早かっ

たので、前日に名古屋でお泊まりをした。お母さん

と１つ下の妹と、ぼくの着替えを入れた大きなカバ

ンを、大きなスーツケースを引いていたお父さんが

持って、新幹線で名古屋まで行った。ぼくは少し旅

行気分で、うきうきしていた。夜ご飯は、手羽先を食

べに行って家族４人で写真をとった。その日はホテ

ルのベッドで４人ならんでねた。いつも笑っているお

父さんとお母さんは、少しだけ笑顔が少なかったよ

うに思った。 

次の日早起きをして、電車で空港に向かった。み

んなの口数がどんどん少なくなっていって、ぼくもう

きうきした気持ちがなくなって、「もうすぐお父さんと

お別れなんだな」と思い、さびしい気持ちになった。 

空港に着き、お父さんといよいよお別れのとき、お

父さんが家族１人ずつギューっとだきしめてくれた。

帰りの電車で、お母さんは泣いていた。ぼくもそれ

を見て、泣いてしまった。１つ下の妹はまだよく分か

っていないのか、ぼくとお母さんをじっと見ていた。

行く時はお父さんが持ってくれていたカバンを、お

母さんが重そうに持ってくれていた。お母さんが「こ

れからは３人でがんばろうね」と言ってくれて、ぼく

はうれしくなった。 

その日の夜から３人の生活が始まった。その日の

夜ご飯は３人で食たくを囲み、ねる時も３人になり、

お父さんがいないとこんなにさびしいのかと思った。 

その年の保育園の卒園式も小学校の入学式も、

ほかのお家はお父さんとお母さん両方参加してい

る中で、ぼくの家族はお母さんだけだった。もちろん

運動会も音楽会も親子活動も学習参観も、お母さ

ん１人だった。 

お母さんは学校の行事は、体調が悪くても仕事

がいそがしくても欠かさずに来てくれた。ご飯も作っ

てくれたし、そうじもせんたくもがんばってやってくれ

ていた。ぼくも少しでも助けになるようにお手伝いを

した。 

お父さんも１年に１回は２週間ぐらい帰ってきてく

れたけど、やはりまたすぐに帰ってしまうんだと思っ

てしまい、心のそこから喜べない自分がいた。 

５年生になった今年の４月、お父さんがやっと帰

国した。お父さんがいると、家の中がいつもよりにぎ

やかになるし、笑顔も増えたように思う。お母さんは、

お父さんが飲むお酒を買いに行かなくちゃとブツブ

ツ言っているけど、どことなくうれしそうに見えた。学

習参観もお父さんとお母さんが２人そろって見に来

てくれた。学校にお父さんがいることは、少し不思議

な感じがしたけど、すごくうれしかった。 

これから先、お父さんが二度と海外に行かないと

は限らない。何が起こるかは今は分からないけど、

この家族４人の今の生活を１日１日大事にして、大

切にすごしていきたいと思う。 
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ぼくは今、反こう期です。お母さんが言うには、３

年生の時くらいから反こう期に片足をつっこみはじ

め、今では体半分くらい入っているそうです。特に、

お父さんに対してイライラして口ごたえしてしまいま

す。ぼくは、お父さんがうるさくて仕方ありません。 

どういう時にイライラするのかというと、お父さん

に注意された時です。例えば、食事のマナーが悪い

とか、テレビを見過ぎているとか、文字がきたないと

か、部屋が散らかっているとか、ピアノをえん奏して

いてミスをしたら、そこを集中して練習していないと

か、弟や妹に手を出したとか……。思い出そうとす

ると、きりがありません。たくさん注意されるので、イ

ライラするし、舌打ちをすることだってあります。怒ら

れたくないので、うそをついてしまったこともあるし、

話すのがめんどくさいと思って、無視したこともあり

ます。イライラが止まらなくて、お父さんにきつく言い

返したことだってあります。 

お父さんはなぜ、こんなにぼくに注意を連発して

くるのだろうと考えました。だって、弟や妹には、こん

なに言わないのに、ぼくにだけ……。お父さんは、ひ

ょっとしてぼくのことを好きじゃなくて、きらいなのだ

ろうか。８歳下の妹は、ぼくよりやんちゃだし、すぐに

おもちゃを散らかすし、気に入らないことがあると、

たたいてきたりかんだりしてくるのに、そんなに怒ら

れていない気がします。おかしい。ぼくはそんなお父

さんのことをますますいやだと思ってしまいます。 

それに比べ、お母さんに対してはそんなにイライ

ラしないのはなぜかとも考えました。お母さんは、は

っきり言ってこわいです。ふだんは、にこにこしている

し、おいしいご飯を作ってくれるお母さんです。しか

し、怒ったら、とにかくこわい。ただ、ビシッ！と怒るか

ら、ぼくは反省しやすいのかもしれません。そう考え

ると、ぼくは、お父さんの注意の仕方がいやなのか

もしれないと気がつきました。 

お母さんの実家に帰ると、おじいちゃんやおばあ

ちゃんは、ぼくのことをよくほめてくれます。一番上の

お兄ちゃんだからしっかりしているとか、食べ方がき

れいだとか、下の子のめんどうをやさしく見ていると

か言ってくれます。いつもお父さんに注意されること

ばかりをほめてくれるので、不思議でたまりません。

よく考えてみると、お父さんは、ぼくが４人きょうだい

の一番上だからしっかりしてほしいし、みんなにやさ

しい人になってほしいと強く思っているから、注意を

連発しているのかもしれません。 

ところで、ぼくは、お父さんにいつも反こうばかり

しているわけではありません。ぼくとお父さんには共

通のしゅ味があります。それは、電車と卓球です。お

父さんと２人だけで電車で出かけることが大好きで

す。その時はイライラせず、楽しくおしゃべりできます。

卓球もいっしょに習いに行くくらい、２人でがんばっ

ています。お父さんはマラソンも得意で、ぼくが小さ

いころは大会に出場して、応えんに行ったこともあり

ます。ギターも上手で、発表会を見にいくと、めちゃ

くちゃかっこいいお父さんがステージの上にいます。 

ぼくはこれからも、イライラしたり、うそをついたり

するかもしれません。でも、注意されることが少しず

つでもへっていくよう、意識していきたいと思います。

だからお父さんも、言い方を気をつけてほしいです。

そしてまたいっしょに電車に乗って出かけたり、卓球

の練習をしたり大会に出たりしたいです。 

今は反こう期だからすなおに言えないけど、いつ

もごめんね。本当はお父さんのこと、大好きだよ。 
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 私のお兄ちゃんが生まれた時、おばあちゃん

は、 

「この子が小学生になるまで、生きてなあかん

な。」 

と、言ったそうです。それなのに、そのお兄ち

ゃんは、今ではもう高校生になりました。この

話はうちの家族の笑い話となっています。なぜ

なら、私の目の前に元気なおばあちゃんがいる

からです。 

 おばあちゃんは、まごに協力的すぎます。私

が、 

「おばあちゃんみたいにあみものしてみたい。」

と言ったら自分もいっしょにやりながらあみ

方を教えてくれます。少しずつ上手くなるたび

に、ものすごく喜んでほめてくれるのがうれし

くて、私はもっとやりたくなります。この夏は

あみものでカバンを作れたらいいなと思いま

す。 

 こうやって私が作ったものをおばあちゃん

にあげると、絶対に喜んでどこかにかざってく

れます。紙ねん土で作った置き物や、フェルト

をぬって作ったツリーはげんかんに、けいろう

の日に家族で作ったおくりものは、リビングに

あります。どんな物でも喜んでくれるたびに、

まごのことがものすごく大切で、大好きなんだ

と分かります。 

 おばあちゃんの料理はとっても愛がこめら

れています。この愛を、うちの家族は『手のだ

し』とよんでいて、とくにそれが分かるのはお

にぎりです。同じお米でも、まったく味が変わ

ります。たまごのすましじるにでも『手のだし』

がたっぷり入っています。お母さんは、未だに

すましじるは本当に勝てないとくやしんでい

ます。その敗因は『手のだし』がまだまだ足り

ないからだとお兄ちゃんと話しています。『手

のだし』が入っている料理はまだまだあって私

が一番好きなのはうどんが入った茶わんむし

で、いつもリクエストしています。 

 そんなおばあちゃんの愛情を一番感じた出

来事があります。 

 私が小さい時に、こどもえんでねつを出して

しまい、おばあちゃんがむかえに来てくれたこ

とがありました。その時の車内がすべて、私の

ためだけにセッティングされていました。小さ

な時の私の好きな物をすべてつめこみ、乗った

しゅんかん、ほっと安心できる空間になってい

ました。車のシートには、私のお気に入りの毛

布とブランケットがありました。そのころとっ

てもお気に入りだった、目がクリクリでとって

もかわいい白ギツネのぬいぐるみも、耳もとに

おいてありました。信号で止まった時に後ろを

みて、私が無事かかくにんしてくれた顔は、心

配そうでもあり、私を安心させようと、目を見

て何度もうなずいてくれたことを覚えていま

す。こどもえんからおばあちゃんの家までは20

分ぐらいかかります。それでもその時の体感は、

５分もないくらいいっしゅんでした。おばあち

ゃんが安心させてくれたおかげで、そう思えた

のだと思います。 

 いつも私たちまごを見たしゅんかんに、おば

あちゃんの顔はぱぁっと明るく笑顔になりま

す。その笑顔を見ると、私の心もぱっと晴れま

す。その２人を見て、おじいちゃんもぱぁっと

笑顔になります。私はそれを『笑顔の伝せん』

と呼んでいます。その時、おじいちゃんおばあ

ちゃんは、私のことが本当に大好きなんだなと

感じられます。そう感じられることに、とって

も感謝したいです。 

 おばあちゃんは、もう車の運転を卒業しまし

た。でも、もう一度乗ってみたいです。あの安

心した２人だけの車内に。 


